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sn--Nk盛ay㌘ =げ pL'm'lnp㌘ (2-5)i,
であるoただし,pL?は,局図形の状軌 である確率であり勅 ま,その図形の実現しうる場Ip
合の数である｡またγ㌘∫は係数で,以下の方法で決定される｡


























1 - 2 3 0 0
0 1 - 3 1 0
0 0 1 -2 6
0 0 0 1-6
0 0 0 0 1
(2-7)
(4)
となるoしたがって, y5(1)- y 5(2)- 0, y5(3)- 2, y5 -- 3, y 5(5)- 1であ り , エントロピー
S 5払 (2-5 )によ り,




となるo以下では便宜上 pi -Xi,Pi … yi･ Pi-u乙, P乙…zi, Pも(5)≡-W･とおくo
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3U2 = Z2+ 2Z4+ 225
2zl- wl+ 3uJ2+ uJ4 + uJ9 + WIO
z2 = u,2+ W3 + 2W4+ u,5
Z3 = u,7 + u,8 + 2wg+ WIO
2Z. = W2 + zD3 + u,4 + W7 + W8 + a,9







となるOここで,+1スピンの確率変数 xlと-■1スピンの確率変数 x2の差を磁化 7nと定義す
る｡
7n=31- x2
このとき,確率変数 xi･yL･ u乙は 7nを用いて以下に与えられる0
31- (1+7n)/2
x2 - (117n)/2
yl - u2 - (1+37n)/6
γ2-1/3
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W + 3u, - cl(7n･A)1 2
W + 6W + 3u,3- C2(7n･A)1 2
W + 3W -C3(m,A)6 7





ここで, cl(7n･A) C2(7n･ A) C3(7n･A) C4(7nlA)Qも m,Aのある関数である｡
















w3 - e｢♂ …u
-γ -∂ 2
W6 = e e ≡ su













(1-6A-27n)/6- t2u+3tu+W4+ W9+ wIO (2150)
(1+37花)/6 - tu + u +2W｡+W5 (2-51)
(1-37n)/6 - 5W + u +2W9+wl｡ (2-52)
(1+6A)/6 - tu + u +u,4+ su+u+W9 (2-53)
(ト 6A+67n)/6- W｡ + W5+92V+3sv+W9 (2-54)
このとき, i,u, S,Vを独立変数として,W｡,W5,W9,WIO,Aを求めると,
W4- (卜 3Tn)/12 l u(t2+4t+ 1)/2
W5- u(t2+ 3i) + Tn
w9 -(1+37n)/12 - V(C2+4S+ 1)/2
∫つ





A - tu(i2+2t-1)+u(92+29- 1))/2 (2-59)
である｡ただし,磁化 7nは,すべての確率変数は,0以上,1以下であることより,
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図2-6 運動法則
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- (実線 )はフラストレー トし
ていないポンド
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図3-6 基本要素の等高グラフ表示
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(i) 着 目 し て い る 格 子 点 か ら み た 線 分 と線分の間の基本 となる角度は,60度及 180度 に限る｡
(5) 乱 れ の 基 本 配 位 と 等 高 グ ラ フ
点 欠 陥 , 梯 子 状 境 界 , 階 段 状 境 界 を 等 高 グラフで表わす｡ (図 3- 7)
点 欠 陥 は , 単 結 晶 部 分 と別 の 副 格 子 で , 辺が JT ¢o(aoは格子間隔 )の正三角形 となる.そ
こ で 以 後 , √ す 正 三 角 形 と 呼 ぶ ｡
梯 子 状 境 界 は , 無 限 に 伸 び た 直 線 に な り,階段状境界は,鋸状 になる｡いずれ も境界の両側
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図3-9 7ラストレー トボンドで示 した表示と等高グラフで示 した表示
((Ⅰ)はフラストレー トボンド,(Ⅱ)は等高グラフ)
くCuj (い (C)

















キンク (または反キンク )の動きを一般化 し,等高グラフを用いて動きの伝播性を推定する
方法 を述べ る｡
キンクの動きは,頂点を共有 す る 2 つ の √ す 正 三 角 形 の 一方が動 いたことによ り,他方が可
動 となる波動様式であ る O こ の こ と は , 一 方 の √ す 正 三 角 形 を 消 去 し た とき, 他方の √す 正
三角形が可動 と な れ ば , キ ン ク の 動 き が 伝 播 す る と い え る ｡ そ こ で , 以 下 の 手 順 に従 って等高
グラ フ 上 で キ ン ク の 伝 播 性 を 推 定 す る こ と が で き る ｡
(Ⅰ ) 現 在 の 配 位 で , 可 動 な √ す 正 三 角 形 を 彩 色 す る ｡ ( す な わ ち △ - ▲ と す る )
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(Ⅱ) (Ⅰ)で彩色した部分を消去した上で,可動な√す 正三角形を彩色する｡ (Ⅱ)で新たに
彩色された√官正三角形が, (Ⅰ)の動きにより可動になる部分である｡



































































































TN,,na.T= TN,,nan+ (TN,,nax- TN,,Win)
-=(N-1)+ (TN-.,naX-1)























(i)多数派スピンと少数派スピンの個数を与える｡ (ただし,両者の和は,格子 点 の 総 数 と 一
致させる｡) このとき,格子点の総数に対する一方の状態の比率を,選畳 と呼 ぶ ｡
たとえば,多数派スピンと少数派スピンの比が2:1のとき,前者の濃度は 0.6667 で あ り
後者の濃度は0.3333である｡
(i)(i)の割合で,全く相関なしにスピンを各格子点に与える｡
(ih)乱数で隣接対を選び,状態を交換するときエネルギーが下がるか,あるい は エ ネ ル ギ ー が
等しければ状態を交換する｡ (乱数は,合同法x汁1-axXi+C(7nOd7n)を 用 い た .
(iv)最隣接格子点の作る正三角形のすべてが,基底状態になるまで(hi)をくりか え す .
@ 動きの実現




















(h)Max(Ⅹ1･Ⅹ 2,Ⅹ 3)- 統計量Ⅹ1,Ⅹ 2･X3の最大値｡
(i)Mid(Ⅹ 1,Ⅹ 2,Ⅹ 3)･-統計量Ⅹ1･Ⅹ 2･Ⅹ 3の中間値｡





















副格子対A-B,ち-C,C-Aのこの期間の状態変換数をⅩ 1,Ⅹ 2,Ⅹ 3としたとき, これ
を三次元パ ラメーター空間 (α,β･γ)で表わす｡ただし
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図3-19 格子点あたりの動きの頻度による2次モーメントの浪変動ヒ
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(2)点 (α,0,0), (0,♂,0),(0,0,γ)を頂点とする三角形の面積 5
5 - S(3-a)(3-A)(3-C)
ただし,
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